
行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 82処理手続:施設名: 浜田市総合福祉センター（老人福祉センター）所在地: 浜田市野原町859番地１目的: （浜田市老人福祉センター）老人、身体障害者等の福祉の向上及び健康づくりを図り、保健福祉施策を推進するとともに、民間地域福祉活動の活発化を図る。設置条例: 総合福祉センター条例 自治法第244条の2第1項 H２１～H２３
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H8事業内容: （老人福祉センター）・老人に対する各種相談　・老人、身体障害者等の健康増進、教育の向上等の便宜供与　・老人クラブの育成等　　　　（その他）・機能訓練事業　　・歩行、上肢機能等の基本動作訓練、食事、衣類之着脱等の日常動作訓練、手工芸、レクリエーション　軽スポーツ等施設内容: 【構造･階】鉄筋コンクリート造地上2階【敷地面積】5,585.46㎡、【延床面積】3,044.36㎡、【土地所有者】市
 ①会議室ほか貸室（576.00㎡/6室"）②一般浴室(18.80㎡/1室)③事務室（244.20㎡/1室)④その他リハビリ室等（㎡/室)⑤（㎡/室)利用対象者: 浜田市民料金体系等: 無料（但し光熱水費等は実費）常勤 2 嘱･パート: 1施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 51,250利用者H18: 49,358利用者H19: 51,430利用者H20: 49,478利用者H21: 42,225代替・類似施設の有無 規模的には無し 026,650007,20813,49410,1467,5552,663

025,978007,17611,98710,1047,8503,213 一般財源: 0国県支出金: 0起債: 844,356その他: 50,000大規模修繕:H22～H27 予定なし 改修:H22～H27 （２２年度）　給湯施設改修 40,678施設設置の効果 老人、身体障害者等の福祉の向上及び健康づくりや民間福祉活動の

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H21024,605009,85113,30810,3357,7683,045
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）・本福祉センターは保健福祉事業や活動の拠点として役割を果たしている。・その他保健福祉関係以外においても本施設の有効利用のため、一般市民にも開放（利用規定に基づく）している。高齢者等の福祉向上及び健康づくりの中核施設として存続。ただし、拠点施設として更なる取り組みが必要であり、介護保険事業など機能の整理や、運営方法を検討すべき。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）0.0 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

34,456 33,858 33,15434,456 33,858 33,154
894,356

１１１１１

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.70 回

60,180
管理形態: 指定管理者(指名)複数計上: (81)(82)

嘱: 臨: パ:
健康福祉担当課: 地域福祉課

施設区分: 老人福祉センター その他社会福祉施設
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 81処理手続:施設名: 浜田市総合福祉センター（野原デイサービスセンター）所在地: 浜田市野原町859番地１設置条例: 総合福祉センター条例 自治法第244条の2第1項 H２１～H２３
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H8事業内容: （デイサービス関係事業）・食事の提供　・送迎　・入浴の介助　・健康状態の確認　・機能訓練　・その他生活に関する相談及び相談施設内容:  【構造･階】鉄筋コンクリート造地上1階、【延床面積】587.24㎡（総合福祉センターの内数）、土地所有者】市・デイサービス関係施設：587.24㎡利用対象者: ４５歳以上の要介護認定者料金体系等: 無料（但し食事代ついては自己負担：デイサービス事業者会計で処理）常勤 4 嘱･パート: 16施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 1,213利用者H18: 1,230利用者H19: 1,090利用者H20: 1,075利用者H21: 977代替・類似施設の有無 有「民間各施設（デイサービス関係施設）」4,68200055,8300040,82726,482
9,04700046,0960041,27423,899 一般財源: 0国県支出金: 0起債: 844,356その他: 50,000大規模修繕:H22～H27 予定なし 0 改修:H22～H27 デイサービス施設においては予定なし施設設置の効果 デイサービスの実施

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H214,54300057,8100038,73525,046
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）・総合福祉センターは保健福祉事業の拠点であり、本施設内にデイサービス施設を設置することは社会的ニーズに合致している。　　　・利用者は年々減少傾向もあるが、現施設の使用については有効利用としてメリットあり。　　※コスト的には建設や設備に要した費用や維持管理費等について事業者が負担しており、実質市費の負担は生じていない。当面存続とするが、民間と競合する施設であり、市全体の需要や、社会福祉協議会の役割も含めて検討が必要。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）13.9 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

62,353 60,512 55,14363,781 67,309 65,173
894,356

１１１１

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.24 回

4,117
管理形態: 指定管理者(指名)複数計上: (81)(82)

嘱: 臨: パ:
健康福祉担当課: 地域福祉課

施設区分: デイサービスセンター
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等

目的: （浜田市立野原デイサービスセンター）高齢者の在宅福祉の向上を図る。
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 445処理手続: 利用者・コスト等はラ・ペアーレ浜田全体　施設名: ラ・ペアーレ浜田所在地: 浜田市浅井町64-11目的: 　市民の健康づくり及び生きがいづくりを支援し、もって市民の福祉の向上に資する。設置条例: ラ・ペアーレ浜田条例 H22～H24
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: 平成７年度事業内容: １．心身の健康を増進するための事業（温水プール、トレイニング、スタジオ教室等）　　２．芸術、文化活動等に関する事業（カルチャー教室等）　　３．その他ラ・ペアーレの設置の目的を達成するために必要な事業Ｈ21は土地開発公社所有。Ｈ22から市有施設として指定管理。施設内容: 【構造･階】鉄筋コンクリート造陸屋根３階、【敷地面積】2,440㎡、【延床面積】1,831㎡【土地所有者】市１階：ロビー、事務室、健康相談室、トイレ、機械室等　　　２階：更衣室（男・女）、プール、多目的ホール、トレイニングルーム、トイレ、シャワー室等　　３階：教養室（１～３）、和室、トイレ等利用対象者: 一般市民料金体系等: ○トレイニングルーム　・小学校生～大学生・受講生：300円／回、3,000円／回数券 ・一般：400円／回、4,000円／回数券       ○会議室・和室：500円／ｈ（冷暖房使用時には常勤 0 嘱･パート: 2施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 0利用者H18: 0利用者H19: 0利用者H20: 0利用者H21: 46,560代替・類似施設の有無 無（施設は類似するものもあるが、利用の内容や目的が異なる）000000000
36,510012,50703299,7723,68318,87217,019 一般財源: 135,633国県支出金: 0起債: 0その他: 0大規模修繕:H22～H27 予定なし 0 改修:H22～H27 予定なし 0施設設置の効果 市民の健康づくり及び生きがいづくりによる市民の福祉の向上 建設費用は土地及び建物の取得費（平成２１年度）

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H21000000000
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）本施設は心身の健康や増進及び芸術、文化活動等の施設として役割を果たしている。市民の健康増進、文化活動の面から、改修が必要ない間は存続。ただし、今後の利用状況などから改修時の方針を検討する必要があり、特に高コストのプールは廃止も含めた検討が必要。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）74.0 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

0 0 49,3460 0 49,346
135,633

１１１１

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.77 回

60,180
管理形態: 指定管理者(指名)複数計上: （445）（446）

嘱: 臨: パ:0 0 0
健康福祉担当課: 地域福祉課

施設区分: その他社会福祉施設 プール
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 83処理手続:施設名: 浜田市やさかやすらぎの家所在地: 浜田市弥栄町木都賀ｲ530番地1目的: 日常生活に不安を持つ高齢者へ、共同生活を通じ生活指導、生活支援及び介護予防を行うことにより、高齢者の健康の保持及び社会的孤立感の解消を目的とする。設置条例: やすらぎの家条例 自治法第244条の2第1項 H22～H24
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H18事業内容: 日常生活に不安を持つ高齢者に対し、少人数（定員6人）のグループで生活する場を提供することにより、社会的孤立感の解消と健康の保持を図る。なお、利用対象者数は定員とし、下の利用度は入居率を表わしている。施設内容: 【構造･階】木造地上１Ｆ階、【敷地面積】424.69㎡、【延床面積】175.00㎡、【土地所有者】市①リビングスペース（48.00㎡/1室"）②居室スペース(16.00㎡/6室)③（㎡/室)④（㎡/室)⑤（㎡/室)利用対象者: 日常生活に不安を持つ高齢者料金体系等: 1人1月当たり10,000円を上限とし、指定管理者が市長の承認を得て定める。常勤 16 嘱･パート: 6施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 0利用者H18: 0利用者H19: 2利用者H20: 5利用者H21: 3代替・類似施設の有無 あさひやすらぎの家 1,0951,047025090871289
7331,0470014120924323 一般財源: 28,708国県支出金: 0起債: 0その他: 0大規模修繕:H22～H27 なし 改修:H22～H27 なし 0施設設置の効果 日常生活に不安を持つ世帯への支援

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H219381,1071359471806
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）自治区内では高齢化率も高く、日常生活に不安を持つ高齢者への支援として、今後も必要な施設である。高齢者の多い地域でもあり、高齢者福祉に必要な施設として存続。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）44.2 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

2,046 2,144 1,7811,636 1,669 1,659
28,708

111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.50 回
6

管理形態: 指定管理者(指名)複数計上:
嘱: 臨: パ:

健康福祉担当課: 弥栄市民福祉課
施設区分: グループリビング

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等

 
15



行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 85処理手続:施設名: 浜田市弥栄老人福祉センター所在地: 浜田市弥栄町木都賀ｲ526番地3目的: 老人の福祉を図るため。設置条例: 弥栄老人福祉センター条例 老人福祉法第15条第5項 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: S55事業内容: 各種相談、レクレーション等の実施、老人クラブに対する援助等のための施設常駐職員はなく、市の杵束出張所で受付。施設内容: 【構造･階】鉄筋コンクリート造地上２Ｆ階、【敷地面積】---㎡、【延床面積】弥栄福祉センター建物の内12.96㎡、【土地所①集会室（169.29㎡/1室"）②教養娯楽室(35.16㎡/1室)③書庫（44.55㎡/1室)④社会福祉協議会事務所（12.96㎡/1室)⑤保健相談室（16.20㎡/1室)利用対象者: 浜田市総人口（Ｈ22.7.1現在）料金体系等: 教養娯楽室：半日600円、集会室：半日1,000円、湯沸場：半日300円、全館：半日3,000円常勤 0 嘱･パート: 0施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 0利用者H18: 2,421利用者H19: 1,844利用者H20: 2,532利用者H21: 1,945代替・類似施設の有無 弥栄老人憩いの家 186600878
3000557189 一般財源: 2,340国県支出金: 32,660起債: 45,000その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H21170601513
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）弥栄自治区内には、各種団体が活動する施設が少ないため利用者のニーズも高い。今後も必要な施設といえる。公民館など多様な機能があり存続。ただし、老人福祉センター機能は、「老人憩いの家」など他施設との統合も含めて、市全体の方針を検討すべき。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）4.0 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

17 18 301,114 1,538 746
80,000

111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.03 回

60,180
管理形態: 直営複数計上: (85)(87)

嘱: 臨: パ:1
健康福祉担当課: 弥栄市民福祉課

施設区分: 老人福祉センター 集会施設 その他
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 88処理手続:施設名: 浜田市老人憩いの家所在地: 浜田市弥栄町木都賀ｲ528番地1目的: 老人の憩いの場を提供し、老人福祉の増進を図ることを目的とする。設置条例: 老人憩いの家条例 自治法第244条の2第1項 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: S48事業内容: 各種団体の集会・レクレーション活動に使用施設内容: 【構造･階】鉄筋コンクリート造地上２Ｆ階、【敷地面積】3,578.08㎡、【延床面積】513.97㎡、【土地所有者】市①集会室（94.68㎡/1室"）②厨房(33.76㎡/1室)③図書室（50.57㎡/1室)④事務室（公民館）（12.00㎡/1室)⑤和室（8畳～12畳㎡/4室)利用対象者: 浜田市総人口（Ｈ22.7.1.現在）料金体系等: 休養室：半日600円、集会室：半日900円、炊事場：半日1,000円、全館：半日4,000円、慶弔利用：1日30,000円など常勤 0 嘱･パート: 1施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17:利用者H18: 3,712利用者H19: 4,095利用者H20: 5,184利用者H21: 3,710代替・類似施設の有無 弥栄老人福祉センター 61000004440771856
452000042407501,124 一般財源: 10,200国県支出金: 0起債: 16,600その他: 0大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H2159200004570721708
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）弥栄自治区内には、各種団体等が活動できる施設が少ない。また、慶弔時にも施設を利用しており、地域にとってこの施設の役割は大きく、今後も必要な施設である。地域住民福祉の拠点となっており存続。ただし、「弥栄老人福祉センター」との統合による一体的・効率的な管理運営を検討するべき。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）19.7 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

592 610 4521,886 2,071 2,298
26,800

11

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.06 回

60,180
管理形態: 直営複数計上: (88)(327)

嘱: 臨: パ: 1
健康福祉担当課: 弥栄市民福祉課

施設区分: 老人憩いの家 公民館 集会施設
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 57処理手続:施設名: 浜田市三隅デイサービスセンター所在地: 浜田市三隅町向野田1880番地3目的: 高齢者の在宅福祉の向上設置条例: 三隅デイサービスセンター条例 老人福祉法第15条第2項 H21～H23
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H6事業内容: 要介護者又は要支援者に老人デイサービスセンターに通ってもらい、その施設に於いて入浴、排泄、食事等の介護、その他日常生活上の世話及び機能訓練を行う。施設内容: 【構造･階】鉄骨造地上１階建階、【敷地面積】 4,333.11㎡、【延床面積】454.35㎡、【土地所有者】市①事務室・相談室（㎡/1室"）②デイルーム(115.20㎡/1室)③和室６畳・和室１２畳（9.90        19.80㎡/2室)④特別浴室（28.59㎡/1室)⑤一般浴室（25.09㎡/1室)利用対象者: 介護保険認定者（三隅自治区）料金体系等: 介護報酬単価による（４～６時間）要支援･･･2,829円～4,956円/回　、　要介護･･･1,108円～1,428円/日常勤 11 嘱･パート: 14施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 8,016利用者H18: 6,868利用者H19: 6,315利用者H20: 5,915利用者H21: 5,544代替・類似施設の有無 3,196050,1172,73824241,1589,175
3,001049,4752,48143140,4339,131 一般財源: 6,631国県支出金: 58,470起債: 110,000その他: 0大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果 介護保険要支援・要介護認定者の日常の指導訓練を行っている 利用者は通所サービスを通じて、体を動かすことや会話を通じて心身の機能低下の予防と維持を行っている。

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H213,46400051,4742,73923642,1369,827
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）高齢者が増加する中にあって、心身に障害が生じても在宅で生活し続けられるよう指導訓練を実施している。当面存続とするが、民間と競合する施設であり、市全体の需要や、社会福祉協議会の役割も含めて検討が必要。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）5.7 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

54,938 53,313 52,47654,938 53,313 52,476
175,101

1111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）9.53 回

582
管理形態: 指定管理者(指名)複数計上:

嘱: 臨: パ:
健康福祉担当課: 三隅福祉課

施設区分: デイサービスセンター
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等

 
18



行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 64処理手続:施設名: 浜田市三隅保健センター所在地: 浜田市三隅町向野田581番地目的: 市民の健康増進と疾病予防、公衆衛生の向上設置条例: 保健センター条例 自治法第244条の2第1項 H10～H22
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H10事業内容: (1)各種健康相談及び保健指導　（2）健康教室　（3）介護予防教室　(4）妊産婦及び）乳幼児の相談及び教室　(5)特定健康診査　(6)がん検診　（7）乳幼児健康診査　（8）予防接種　（9）健康づくり組織・団体の育成　(10)　その他市民の健康保持及び増進に必要な事業。　なお、常駐職員は無し。施設内容: 【構造･階】木造地上１階建階、【敷地面積】 30,432.32㎡、【延床面積】136.85㎡、【土地所有者】市①健康増進室（48.00㎡/1室"）②会議室(42.00㎡/1室)③診察室（24.00㎡/1室)④口腔保健室（10.00㎡/1室)⑤事務室（98.00㎡/1室)利用対象者: 三隅自治区市民料金体系等: 無料常勤 0 嘱･パート: 0施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 1,773利用者H18: 1,604利用者H19: 1,357利用者H20: 1,245利用者H21: 1,426代替・類似施設の有無 無 000004401650172
0000040000134 一般財源: 10,787国県支出金: 103,157起債: 0その他: 0大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27 0施設設置の効果 健康づくりの拠点 乳幼児から高齢者まで心と身体の健康づくりの場となっている。

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H21000004531650194
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）乳幼児の健診・相談など子どもの健康づくりから、高齢者の教室・健（検）診など、乳幼児から高齢者までの健康づくりの拠点として、また、保健委員や食生活改善推進協議会の役員会の場として健康づくり団体の拠点ともなっており存続が必要である。公民館機能もあり、三隅自治区の健康づくりの拠点として存続すべき施設。ただし、保健センター機能は、市全体の方針を見直すべき。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）0.0 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

0 0 0812 777 534
113,944

111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.21 回

6,881
管理形態: 直営複数計上: (61)(64)(281)(288)

嘱: 臨: パ:0
健康福祉担当課: 三隅福祉課

施設区分: 保健センター 公民館
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 67処理手続:施設名: 浜田市三隅老人福祉センターみすみ荘所在地: 浜田市三隅町向野田605番地2目的: 老人福祉の増進設置条例: 三隅老人福祉センター条例 老人福祉法第15条第5項 H21～H23
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: S52事業内容: 地域福祉推進の諸会議などの開催や、高齢者・障がい者等の健康増進、レクリエーション、各種相談支援活動、介護保険事業等も行っている。社会福祉協議会の事務所も設置されている。施設内容: 【構造･階】鉄筋コンクリート造地上２階建階、【敷地面積】1,661.00㎡、【延床面積】613.60㎡、【土地所有者】市①集会室（84.75㎡/1室"）②居宅事務所(89.95㎡/1室)③社協事務室（35.79㎡/1室)④研修室（17.87     24.61    21.81    21.08㎡/4室)⑤（㎡/室)利用対象者: 三隅自治区市民料金体系等: 研修室：200円～800円/時間、集会室：600円～1,200円/時間常勤 3 嘱･パート: 0施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 1,147利用者H18: 1,084利用者H19: 1,002利用者H20: 1,221利用者H21: 1,184代替・類似施設の有無 706,15507981,1883,512727
625,88008239593,544616 一般財源: 23,956国県支出金: 16,152起債: 39,600その他: 0大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27 0施設設置の効果 地域福祉の活動拠点 地域福祉の推進を図るための諸会議を開催し、高齢者・障がい者等の在宅生活を支援している。

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H21716,31508771,1833,354972
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）高齢者の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な措置を講じ、心身に障害が生じても引き続き居宅において日常生活を営むことができるように支援する為の施設である。地域福祉の拠点として存続。ただし、老人福祉センター機能は、他施設との統合も含めて、市全体の方針を検討すべき。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）1.0 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

6,386 6,225 5,9426,386 6,225 5,942
79,708

1111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.17 回

6,881
管理形態: 指定管理者(指名)複数計上:

嘱: 臨: パ:
健康福祉担当課: 三隅福祉課

施設区分: 老人福祉センター その他社会福祉施設
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 34処理手続:施設名: 浜田市あさひやすらぎの家所在地: 浜田市旭町本郷362番地23目的: 日常生活に不安を持つ高齢者へ、共同生活を通じて社会的孤立感の解消及び介護予防と健康を保持を図る場の提供設置条例: やすらぎの家条例 自治法第244条の2第1項 H21～H23
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H14事業内容: 日常生活に不安を持つ高齢者に対し、少人数（定員6名）のグループで生活する場を提供することにより、社会孤立感の解消と健康の保持を目的とする。　Ｈ20までの管理は「あさひふれあいプラザ」とまとめて指定管理としており、指定管理料は0円。コストも2施設の合計で計上。Ｈ21からそれぞれで指定管理料を支出。利用対象者は定員、利用度は入居率。施設内容: 【構造･階】木造地上１階、【敷地面積】545.00㎡、【延床面積】162.00㎡、【土地所有者】市①居室（14.00㎡/6室"）②ダイニングリビング(44.00㎡/1室)③台所（7.50㎡/1室)④便所（4.00㎡/2室)⑤浴室（7.40㎡/室)利用対象者: 日常生活に不安を持つ高齢者料金体系等: 1人1月あたり10,000円を上限とし、指定管理者が市長の承認を得て定める常勤 0 嘱･パート: 1施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 4利用者H18: 4利用者H19: 3利用者H20: 3利用者H21: 4代替・類似施設の有無 やさかやすらぎの家 6160000304048264
724488007290230285 一般財源: 1,521国県支出金: 38,998起債: 0その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果 施設でのグループ生活を通じ、日常生活に不安を持つ高齢者の孤立感、健康保持が図れた。

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H21542000048912310823
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）自治区内の高齢化率が高まるにつれ社会的孤立感等、日常生活に不安を持つ高齢者数も増加の傾向にあり、あさひやすらぎの家が担う役割は大きく、今後も必要な施設と考える。高齢化が進む地域にとっては必要な施設であり、存続。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）89.9 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

542 616 1,219743 616 805
40,519

1111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.67 回
6

管理形態: 指定管理者(指名)複数計上:
嘱: 臨: パ:0 0 0

健康福祉担当課: 旭市民福祉課
施設区分: グループリビング

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 35処理手続:施設名: 浜田市あさひふれあいプラザ所在地: 浜田市旭町本郷362番地22目的: 市民の健康の増進と介護予防に資するため、憩いと休養、世代間交流、地域交流の拠点設置条例: あさひふれあいプラザ条例 自治法第244条の2第1項 H21～H23
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H14事業内容: ・地域福祉に関する会議（地域ケア会議）の開催　・各種福祉関係研修会場として利用Ｈ20までの管理は「あさひやすらぎの家」とまとめて指定管理としており、コストも「やすらぎの家」でまとめて計上。なお、常駐の職員は無し。施設内容: 【構造･階】木造地上１階階、【敷地面積】331.00㎡、【延床面積】129.00㎡、【土地所有者】市①展示室（34.00㎡/1室"）②台所食堂(35.00㎡/1室)③高齢者室（18.00㎡/1室)利用対象者: 旭自治区市民（3,203人）及び福祉担当職員（25人）料金体系等: 無料常勤 0 嘱･パート: 0施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17:利用者H18: 522利用者H19: 508利用者H20: 19利用者H21: 249代替・類似施設の有無 0 04220008900219 一般財源: 1,196国県支出金: 34,000起債: 0その他: 0大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H210H19
Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）本来の目的である、市民の健康の増進と介護予防に資するための憩いと休養、世代間交流、地域交流の拠点としての役割が果たされていない。今後、福祉担当職員の研修だけでなく、本来の設置目的に沿った利用を促進する。現時点では存続として、更なる効果的な活用を目指す。ただし、「やすらぎの家」との機能統合や、地元団体への譲渡など、施設の有効利用と効率的な管理運営を検討すべき。

施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:
収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）0.0 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

0 0 4220 0 308
35,196

1

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.08 回

3,228
管理形態: 指定管理者(指名)複数計上:

嘱: 臨: パ:0 0 0
健康福祉担当課: 旭市民福祉課

施設区分: その他社会福祉施設
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 45処理手続:施設名: 浜田市旭保健センター所在地: 浜田市旭町今市637番地目的: 住民に対し健康相談、保健指導及び健康診査その他、健康増進に関する必要な事業を行なう設置条例: 保健センター条例 自治法第244条の2第1項 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: S59事業内容: 【健康増進事業】　　　乳幼児健康診査、特定健康診査、後期高齢者健康診査、肺がん検診、結核レントゲン検診、子宮頸がん検診、乳がん検診、断酒会、健康・育児・栄養相談、健診報告会、健康教室、子育てサロン、巡回人間ドック、ふるさと祭りでの健康チェック、いきいきサロン等施設内容: 【構造･階】鉄骨・鉄筋併用造地上１階階、【敷地面積】5,633.23㎡、【延床面積】507.74㎡、【土地所有者】市待合ホール81.83㎡　事務室　34.78㎡　診療室24.00㎡　検査室16.00㎡　健康相談室　23.79㎡　機能回復訓練室156.37㎡利用対象者: 浜田市民料金体系等: 0常勤 0 嘱･パート: 0施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 1,200利用者H18: 1,200利用者H19: 1,250利用者H20: 1,370利用者H21: 1,390代替・類似施設の有無 000003001210149
00000384130121 一般財源: 70,720国県支出金: 37,700起債: 0その他: 0大規模修繕:H22～H27 0 改修:H22～H27 0施設設置の効果 健康増進事業の推進施設

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H2100000325336036
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）
公民館機能もあり、旭自治区の健康づくりの拠点として存続。ただし、保健センター機能は、市全体の方針を見直すべき。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）0.0 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

0 0 0697 570 518
108,420

111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.02 回

60,180
管理形態: 直営複数計上:

嘱: 臨: パ:
健康福祉担当課: 旭市民福祉課

施設区分: 保健センター
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 56処理手続:施設名: 浜田市金城高齢者生活福祉センター(居住)所在地: 浜田市金城町下来原1541番地20目的: 身体が虚弱なため日常生活を営むのに支障があるもの及び配偶者に居住サ－ビスを提供するため設置条例: 金城高齢者生活福祉センター条例 自治法第244条の2第1項 H21～H23
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H6事業内容: 自宅生活が不安な高齢者に対する居住施設を提供する。施設内容: 【構造･階】鉄骨・鉄筋併用造地上1階、【敷地面積】7,717.83㎡、【延床面積】2,296.72㎡、【土地所有者】市一人部屋10室、夫婦用３室、合計16人が利用可能。利用対象者: 浜田市の高齢者（65歳以上）料金体系等: ・使用料(10,000円/月)　　・その他食費光熱費等自己負担常勤 1 嘱･パート: 5施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17:利用者H18: 121利用者H19: 94利用者H20: 62利用者H21: 61代替・類似施設の有無 52415,166002811,5131,5619,5203,132
55614,400003021,4211,5939,7242,665 一般財源: 41,283国県支出金: 2,160起債: 1,011,900その他: 0大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27 クッキングヒーター(H22) 599施設設置の効果 自宅生活に不安のある高齢者に居住施設を提供する。 生活用品の買物ができない方や健康に不安がある高齢者が利用している。

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H2183914,080004771,6281,5249,1723,072
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）自立生活の援助、孤独感の解消、精神的労苦の軽減を図る等の役割を果たしている。H18から指定管理をしており、指定管理料の削減を実施中である。浜田市全体で高齢者福祉に活用できる施設であり、存続。ただし、老朽化後の方針を検討した上で、他施設との機能統合や転用、民間への譲渡なども検討すべき。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）3.6 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

15,396 15,971 15,25815,396 15,726 15,403
1,055,343

1111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.01 回

11,293
管理形態: 指定管理者(指名)複数計上: (49)(56)

嘱: 臨: パ:
健康福祉担当課: 金城市民福祉課

施設区分: その他社会福祉施設
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等

 
24



行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 49処理手続:施設名: 浜田市金城高齢者生活福祉センター（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）所在地: 浜田市金城町下来原1541番地20目的: 入所及び通所を通し在宅の高齢者等の自主的生活の助長、社会的孤立感の解消及び心身機能の維持向上を図るとともに、その家族の身体的及び精神的な労苦の軽減を図り、もって地域社会福祉の向上に資する。設置条例: 金城高齢者生活福祉センター条例 自治法第244条の2第1項 H21～H23
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H6事業内容: ディサービス、短期入所、障害者介護施設内容: 【構造･階】鉄骨・鉄筋併用造地上1階、【敷地面積】7,717.83㎡、【延床面積】2,296.72㎡、【土地所有者】市①多目的ホール（98.00㎡/1室"）②会議室兼研修室(72.75㎡/1室)③相談室（14.35㎡/1室)④居住部屋（445.37㎡/13室)⑤事務室（116.16㎡/1室)利用対象者: 介護保険認定者（金城自治区）料金体系等: 介護保険による１割負担常勤 4 嘱･パート: 10施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 0利用者H18: 5,386利用者H19: 5,339利用者H20: 4,783利用者H21: 4,057代替・類似施設の有無 4,79000043,1103,1801,51538,95711,860
4,31600038,8452,9681,55734,0158,242 一般財源: 41,283国県支出金: 2,160起債: 1,011,900その他: 0大規模修繕:H22～H27 0 改修:H22～H27 浴室脱衣場壁改修・火災報知器取替え工事(H22) 1,181施設設置の効果 高齢者等への介護サービスの提供 H17.4～20.6まで金城自治区で唯一の介護事業所。(H20.7からは2か所)

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H214,86900043,8202,9581,55739,1829,605
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）指定管理者の社会福祉協議会によって利用料や介護報酬により運営されており、市の負担はない。当面存続とするが、民間と競合する施設であり、市全体の需要や、社会福祉協議会の役割も含めて検討が必要。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）9.2 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

48,689 47,900 43,16153,302 55,512 46,782
1,055,343

111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）10.51 回

386
管理形態: 指定管理者(指名)複数計上: (49)(56)

嘱: 臨: パ:0 0 0
健康福祉担当課: 金城市民福祉課

施設区分: デイサービスセンター 老人短期入所施設
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 53処理手続:施設名: 浜田市金城老人福祉センター所在地: 浜田市金城町下来原171番地目的: 老人福祉の増進を図る。設置条例: 金城老人福祉センター条例 老人福祉法第15条第5項 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: S60事業内容: 健康相談、栄養相談、育児相談、酒害相談・断酒会、乳幼児健診、ミニデイサービス、研修会、会議常駐職員は無し。金城支所に併設されており、必要なときに使用。施設内容: 【構造･階】鉄筋コンクリート造地上2階、【延床面積】531.19㎡、【土地所有者】市①集会室（58.40㎡/1室"）②娯楽室(22.50㎡/1室)③会議室（2階）（77.00㎡/室)④（㎡/室)⑤（㎡/室)利用対象者: 金城自治区市民料金体系等: 無料常勤 0 嘱･パート: 0施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 403利用者H18: 636利用者H19: 720利用者H20: 535利用者H21: 599代替・類似施設の有無 0 一般財源: 956国県支出金: 40,908起債: 45,000その他: 0大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果 各種相談、健診場所として利用。 金城支所1階部分にあるため、利便性が高い。

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H21H19
Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）支所庁舎と一体となった施設であり、市が行う保健事業に欠くことのできないものである。支所併設の一体的な施設であり、効果的な利用ができるので存続。ただし、老人福祉センター機能は、他施設への統合も含めて市全体の方針を検討すべき。

施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:
収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）#Num! ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

0 0 00 0 0
86,864

111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.12 回

4,841
管理形態: 直営複数計上: (2)(53)(265)(274)

嘱: 臨: パ:
健康福祉担当課: 金城市民福祉課

施設区分: 老人福祉センター
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 38処理手続:施設名: 浜田市あさひひまわり工房所在地: 浜田市旭町本郷362番地45目的: 障害者福祉拠点施設として障害者福祉の増進を図る。設置条例: 浜田市地域活動支援センター条例 自治法第244条の2第1項 H21～H23
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H15事業内容: 創作活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流促進その他障害者が自立した日常生活及び社会生活を営むために必要な支援を行なう。施設内容: 【構造･階】木造地上1階階、【敷地面積】1,571.00㎡、【延床面積】335.00㎡、【土地所有者】市①作業訓練室（70.00㎡/1室"）②会議室(54.00㎡/1室)③食堂（54.00㎡/1室)利用対象者: 身体・精神・知的障害を持ち利用を希望するもの。料金体系等: 無料常勤 2 嘱･パート: 3施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 1,927利用者H18: 1,524利用者H19: 1,674利用者H20: 1,597利用者H21: 1,671代替・類似施設の有無 浜田市みすみ地域活動支援センターきずな1,4103,59801001,1001,0531133,2781,764
2,7374,30041410004251193,1953,812 一般財源: 0国県支出金: 52,784起債: 0その他: 0大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果 在宅障害者への生産活動及び創作活動の提供 利用者は通所し作業をすることが生きがいとなっている。

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H211,6933,59801001,1006661174,1071,601
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）障害者を支援するための施設であり自治区内に同様の施設がないことから、支援を継続するためには必要な施設と考える。必要な施設であり存続であるが、他自治区には民間所有の施設もあり、市内で運営方法を統一するよう在り方を検討すべき。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）36.2 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

6,491 6,208 7,5516,491 6,208 7,551
52,784

1111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）151.91 回
11

管理形態: 指定管理者(指名)複数計上: (38)(39)
嘱: 臨: パ:0 0 0

健康福祉担当課: 旭市民福祉課
施設区分: 障害者作業所

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 61処理手続:施設名: みすみ地域活動支援センターきずな所在地: 浜田市三隅町向野田581番地目的: 障害者福祉拠点施設として障害者福祉の増進を図る。設置条例: 浜田市地域活動支援センター条例 自治法第244条の2第1項 H21～H23
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H17事業内容: 創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流の促進、その他障害者が自立した日常生活及び社会生活を営むために必要な支援を行う。施設内容: 【構造･階】木造地上１階建階、【敷地面積】584.86㎡、【延床面積】237.36㎡、【土地所有者】市①作業室(1)（60.51㎡/1室"）②食堂(34.57㎡/1室)③会議室（15.37       19.21㎡/2室)④作業室(2)（14.97㎡/1室)⑤静養・事務室（14.41㎡/1室)利用対象者: 身体・精神・知的障害を持ち利用を希望するもの。料金体系等: 無料常勤 1 嘱･パート: 1施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 0利用者H18: 1,230利用者H19: 1,716利用者H20: 1,179利用者H21: 1,365代替・類似施設の有無 無 9803,20020501,239334313,5291,730
1,0654,3002070239329313,6001,851 一般財源: 10,750国県支出金: 2,000起債:その他: 24,000大規模修繕:H22～H27 0 改修:H22～H27施設設置の効果 在宅障害者への創作的活動又は生産活動の機会の提供 利用者は通所し作業をすることに生きがいとなっている。

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H211,0103,20020501,295320313,4971,862
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）障害者を支援していく施設であり、支援を継続するためには必要な施設と考える。必要な施設であり存続であるが、他自治区には民間所有の施設もあり、市内で運営方法を統一するよう在り方を検討すべき。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）18.3 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

5,710 5,624 5,8115,710 5,624 5,811
36,750

1111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）85.31 回
16

管理形態: 指定管理者(指名)複数計上: (61)(64)(281)(288)
嘱: 臨: パ:0 0 0

健康福祉担当課: 三隅福祉課
施設区分: 障害者作業所

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 70処理手続:施設名: ふたば学級放課後児童クラブ所在地: 浜田市港町208番地目的: 保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、放課後の時間帯に生活の場を提供し、遊び生活を通して子どもの健全育成を図る。　建設費用不明（原井小学校体育館２階）設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第35条第3項 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度:事業内容: 原井小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保するためにこの事業を行う。施設内容: 【構造･階】2階、【敷地面積】(学校敷地内)、【延床面積】45.00㎡、【土地所有者】市①45㎡/居室１，②22㎡/居室２利用対象者: 原井小学校低学年児童料金体系等: 月額　4,000円　加算額ア　土曜日の加算（月額）  600円，イ 夏休み期間の加算（年額）　4,000円常勤 0 嘱･パート: 4施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 30利用者H18: 34利用者H19: 35利用者H20: 37利用者H21: 40代替・類似施設の有無 無 2,0840001,76812004,394397
2,6090001,38817103,754778 一般財源: 0国県支出金:起債: 0その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H212,18500061112602,671465
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少により、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に保護者の迎えまで児童を安全に保護するこの事業は必要である。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。今後は直営以外の運営方法も検討されたい。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）55.5 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

2,796 3,852 3,9973,262 4,911 4,703
0

１１１１１

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.37 回

109
管理形態: 直営複数計上:

嘱: 臨: パ:0 4
健康福祉担当課: 子育て支援課

施設区分: 放課後児童クラブ 体育館
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 71処理手続:施設名: 若潮学級放課後児童クラブ所在地: 浜田市原井町1045番地目的: 保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、放課後の時間帯に生活の場を提供し、遊び生活を通して子どもの健全育成を図る。（学校敷地内専用施設）設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H12事業内容: 雲雀丘小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保するためにこの事業を行う。施設内容: 【構造･階】軽量鉄骨1階、【敷地面積】】(学校敷地内)、【延床面積】49.50㎡、【土地所有者】市①30㎡/居室利用対象者: 雲雀丘小学校低学年児童料金体系等: 月額　4,000円　加算額ア　土曜日の加算（月額）  600円，イ 夏休み期間の加算（年額）　4,000円常勤 0 嘱･パート: 2施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 19利用者H18: 21利用者H19: 21利用者H20: 23利用者H21: 28代替・類似施設の有無 1,7010001,01725102,519354
1,8100001,10019403,252393 一般財源: 2,590国県支出金: 5,180起債: 0その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H211,4140001,03915602,671305
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少により、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に保護者の迎えまで児童を安全に保護するこの事業は必要である。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。今後は直営以外の運営方法も検討されたい。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）47.1 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

2,453 2,718 2,9103,132 3,124 3,839
7,770

1１111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.45 回
62

管理形態: 直営複数計上:
嘱: 臨: パ: 2

健康福祉担当課: 子育て支援課
施設区分: 放課後児童クラブ

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 72処理手続:施設名: くすのき学級放課後児童クラブ所在地: 浜田市浅井町1415番地2目的: 保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、放課後の時間帯に生活の場を提供し、遊び生活を通して子どもの健全育成を図る。建設費用不明（松原小学校余裕教室）設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度:事業内容: 松原小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保するためにこの事業を行う。施設内容: 【構造･階】1階校舎内、【敷地面積】】(学校敷地内)、【延床面積】67.50㎡、【土地所有者】市①67.5㎡/教室利用対象者: 松原小学校低学年児童料金体系等: 月額　4,000円　加算額ア　土曜日の加算（月額）  600円，イ 夏休み期間の加算（年額）　4,000円常勤 0 嘱･パート: 3施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 31利用者H18: 33利用者H19: 34利用者H20: 27利用者H21: 30代替・類似施設の有無 1,6010001,5299903,540384
1,9890001,10011703,089447 一般財源: 0国県支出金:起債:その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H211,92900069113503,850446
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少により、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に保護者の迎えまで児童を安全に保護するこの事業は必要である。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。今後は直営以外の運営方法も検討されたい。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）54.4 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

2,620 3,130 3,0894,431 4,023 3,653
0

１1１１１

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.31 回
98

管理形態: 直営複数計上:
嘱: 臨: パ: 3

健康福祉担当課: 子育て支援課
施設区分: 放課後児童クラブ 小学校

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等

 
31



行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 73処理手続:施設名: 杉の子学級放課後児童クラブ所在地: 浜田市黒川町3738番地4目的: 保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、放課後の時間帯に生活の場を提供し、遊び生活を通して子どもの健全育成を図る。建設費用不明（石見小学校余裕教室）設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度:事業内容: 石見小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保するためにこの事業を行う。施設内容: 【構造･階】1階校舎内、【敷地面積】(学校敷地内)、【延床面積】113.8㎡、【土地所有者】市①91.3㎡/教室１②22.5㎡/教室2利用対象者: 石見小学校低学年児童料金体系等: 月額　4,000円　加算額ア　土曜日の加算（月額）  600円，イ 夏休み期間の加算（年額）　4,000円常勤 0 嘱･パート: 6施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 45利用者H18: 43利用者H19: 43利用者H20: 46利用者H21: 54代替・類似施設の有無 2,7880001,67120705,997616
3,5070001,96042306,176913 一般財源: 0国県支出金:起債:その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H212,4520001,61116005,029512
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少により、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に保護者の迎えまで児童を安全に保護するこの事業は必要である。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。今後は直営以外の運営方法も検討されたい。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）46.7 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

4,063 4,459 5,4675,701 6,820 7,512
0

11111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.26 回

211
管理形態: 直営複数計上:

嘱: 臨: パ:0 0 6
健康福祉担当課: 子育て支援課

施設区分: 放課後児童クラブ 小学校
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 74処理手続:施設名: 山ばと学級放課後児童クラブ所在地: 浜田市内田町1117番地2目的: 保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、放課後の時間帯に生活の場を提供し、遊び生活を通して子どもの健全育成を図る。（公有地専用施設）設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H10事業内容: 美川小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保するためにこの事業を行う。運営は、運営委員会へ委託実施。施設内容: 【構造･階】軽量鉄骨1階、【敷地面積】㎡、【延床面積】79.00㎡、【土地所有者】市①39.74㎡/居室利用対象者: 美川小学校低学年児童料金体系等: 月額　4,000円　加算額ア　土曜日の加算（月額）  600円，イ 夏休み期間の加算（年額）　4,000円常勤 0 嘱･パート: 3施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 30利用者H18: 22利用者H19: 26利用者H20: 18利用者H21: 20代替・類似施設の有無 1,1460007341272873,881280
1,3500002,0472154983,71068 一般財源: 3,254国県支出金: 6,506起債: 0その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H211,736000836781,3322,64351
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少により、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に保護者の迎えまで児童を安全に保護するこの事業は必要である。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）30.1 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

2,572 1,880 3,3974,104 4,575 4,491
9,760

１１１１１１

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.43 回
46

管理形態: その他複数計上:
嘱: 臨: パ: 3

健康福祉担当課: 子育て支援課
施設区分: 放課後児童クラブ

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 75処理手続:施設名: ひまわり学級放課後児童クラブ所在地: 浜田市周布町イ63番地3目的: 保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、放課後の時間帯に生活の場を提供し、遊び生活を通して子どもの健全育成を図る。（学校敷地内専用施設）設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H6事業内容: 周布小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保するためにこの事業を行う。施設内容: 【構造･階】軽量鉄骨1階、【敷地面積】(学校敷地内)、【延床面積】92.00㎡、【土地所有者】市①52.56㎡/居室利用対象者: 周布小学校低学年児童料金体系等: 月額　4,000円　加算額ア　土曜日の加算（月額）  600円，イ 夏休み期間の加算（年額）　4,000円常勤 0 嘱･パート: 4施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 46利用者H18: 54利用者H19: 65利用者H20: 42利用者H21: 39代替・類似施設の有無 2,4810001,73627904,503565
2,5610001,94439204,685641 一般財源: 3,404国県支出金: 6,806起債: 0その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H213,9860001,07472105,029845
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少により、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に保護者の迎えまで児童を安全に保護するこの事業は必要である。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。今後は直営以外の運営方法も検討されたい。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）44.8 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

5,060 4,217 4,5056,595 5,347 5,718
10,210

１1１１１

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.68 回
57

管理形態: 直営複数計上:
嘱: 臨: パ: 4

健康福祉担当課: 子育て支援課
施設区分: 放課後児童クラブ

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 80処理手続:施設名: ひまわり第2学級放課後児童クラブ所在地: 浜田市日脚町1053番地8目的: 保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、放課後の時間帯に生活の場を提供し、遊び生活を通して子どもの健全育成を図る。（私有地専用施設 借家）設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の8 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度:事業内容: 周布小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保するためにこの事業を行う。施設内容: 【構造･階】軽量鉄骨1階、【敷地面積】、【延床面積】111.00㎡、【土地所有者】民間①110㎡/居室利用対象者: 周布小学校低学年児童料金体系等: 月額　4,000円　加算額ア　土曜日の加算（月額）  600円，イ 夏休み期間の加算（年額）　4,000円常勤 0 嘱･パート: 4施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 0利用者H18: 0利用者H19: 0利用者H20: 35利用者H21: 34代替・類似施設の有無 1,7140001,0743592102,3701,021
2,2560001,96452404,3621,093 一般財源: 0国県支出金:起債:その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H21000000000
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少により、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に保護者の迎えまで児童を安全に保護するこの事業は必要である。H20年度に新規児童クラブにより分級し、適正人数での運営をしている。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。今後は直営以外の運営方法も検討されたい。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）37.7 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

0 2,788 4,2200 3,960 5,979
0

１１１１１

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.21 回

164
管理形態: 直営複数計上:

嘱: 臨: パ: 4
健康福祉担当課: 子育て支援課

施設区分: 放課後児童クラブ
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 76処理手続:施設名: とびうお学級放課後児童クラブ所在地: 浜田市長浜町1番地目的: 保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、放課後の時間帯に生活の場を提供し、遊び生活を通して子どもの健全育成を図る。（私有地専用施設 借家）設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度:事業内容: 長浜小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保するためにこの事業を行う。施設内容: 【構造･階】木造1階、【敷地面積】㎡、【延床面積】58.00㎡、【土地所有者】現在：借家（H23まで）①（㎡/室"）②(㎡/室)③（㎡/室)④（㎡/室)⑤（㎡/室)利用対象者: 長浜小学校低学年児童料金体系等: 月額　4,000円　加算額ア　土曜日の加算（月額）  600円，イ 夏休み期間の加算（年額）　4,000円常勤 0 嘱･パート: 5施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 37利用者H18: 26利用者H19: 31利用者H20: 42利用者H21: 52代替・類似施設の有無 2,5200001,76826904,888564
2,0200003,60246807,327906 一般財源: 0国県支出金:起債:その他:大規模修繕:H22～H27 長浜小学校改築に伴い改築（H22～H23） 22,302 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H211,9930001,23133803,850453
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少により、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に保護者の迎えまで児童を安全に保護するこの事業は必要である。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。今後は直営以外の運営方法も検討されたい。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）23.2 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

3,224 4,288 5,6224,641 5,721 8,701
0

11111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.37 回

142
管理形態: 直営複数計上:

嘱: 臨: パ: 5
健康福祉担当課: 子育て支援課

施設区分: 放課後児童クラブ
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 77処理手続:施設名: かぜの子学級放課後児童クラブ所在地: 浜田市上府町イ2488番地1目的: 保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、放課後の時間帯に生活の場を提供し、遊び生活を通して子どもの健全育成を図る。（上府小学校講堂２階）設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度:事業内容: 上府小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保するためにこの事業を行う。施設内容: 【構造･階】木造2階、【敷地面積】(学校敷地内)、【延床面積】38.60㎡、【土地所有者】市①18.6㎡/居室②20㎡/フロアー利用対象者: 上府小学校低学年児童料金体系等: 月額　4,000円　加算額ア　土曜日の加算（月額）  600円，イ 夏休み期間の加算（年額）　4,000円常勤 0 嘱･パート: 2施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 0利用者H18: 0利用者H19: 12利用者H20: 10利用者H21: 8代替・類似施設の有無 4310007155502,520122
3980007334402,522120 一般財源: 735国県支出金: 1,470起債: 0その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H215780007008102,671162
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少により、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に保護者の迎えまで児童を安全に保護するこの事業は必要である。H19年度から開設し、今年度小学校統合により利用者が増えている。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。今後は直営以外の運営方法も検討されたい。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）14.8 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

1,278 1,146 1,1312,914 2,697 2,686
2,205

１1１１１

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.20 回
40

管理形態: 直営複数計上:
嘱: 臨: パ: 2

健康福祉担当課: 子育て支援課
施設区分: 放課後児童クラブ 公民館

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 78処理手続:施設名: かもめ学級放課後児童クラブ所在地: 浜田市国分町2205番地3目的: 保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、放課後の時間帯に生活の場を提供し、遊び生活を通して子どもの健全育成を図る。建設費用不明（国府小学校体育館２階）設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度:事業内容: 国府小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保するためにこの事業を行う。施設内容: 【構造･階】2階、【敷地面積】(学校敷地内)、【延床面積】79.50㎡、【土地所有者】市①53.2㎡/居室②24.4㎡/ホール③1.8㎡/事務室利用対象者: 国府小学校低学年児童料金体系等: 月額　4,000円　加算額ア　土曜日の加算（月額）  600円，イ 夏休み期間の加算（年額）　4,000円常勤 0 嘱･パート: 3施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 30利用者H18: 33利用者H19: 45利用者H20: 42利用者H21: 35代替・類似施設の有無 2,4450001,07419703,681531
2,2830001,10014203,749533 一般財源: 0国県支出金:起債:その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H212,63600045518603,850571
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少により、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に保護者の迎えまで児童を安全に保護するこの事業は必要である。利用者は、今年度に向け増えている。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。今後は直営以外の運営方法も検討されたい。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）51.6 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

3,091 3,519 3,3834,607 4,409 4,424
0

１1１１１

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.36 回
97

管理形態: 直営複数計上:
嘱: 臨: パ: 3

健康福祉担当課: 子育て支援課
施設区分: 放課後児童クラブ 体育館

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 79処理手続:施設名: さくら学級放課後児童クラブ所在地: 浜田市竹迫町2396番地2目的: 保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、放課後の時間帯に生活の場を提供し、遊び生活を通して子どもの健全育成を図る。建設費用不明（三階小学校体育館２階）設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度:事業内容: 三階小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保するためにこの事業を行う。施設内容: 【構造･階】2階、【敷地面積】(学校敷地内)、【延床面積】110.00㎡、【土地所有者】市①68.4㎡/居室利用対象者: 三階小学校低学年児童料金体系等: 月額　4,000円　加算額ア　土曜日の加算（月額）  600円，イ 夏休み期間の加算（年額）　4,000円常勤 0 嘱･パート: 5施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 50利用者H18: 48利用者H19: 54利用者H20: 48利用者H21: 60代替・類似施設の有無 3,0670001,60935104,723652
3,9100001,71223905,0111,231 一般財源: 0国県支出金:起債:その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H213,27800027323803,850687
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少により、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に保護者の迎えまで児童を安全に保護するこの事業は必要である。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。今後は直営以外の運営方法も検討されたい。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）60.3 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

3,551 4,676 5,6224,775 5,726 6,481
0

１1１１１

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.48 回

126
管理形態: 直営複数計上:

嘱: 臨: パ: 5
健康福祉担当課: 子育て支援課

施設区分: 放課後児童クラブ 体育館
（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 54処理手続:施設名: 雲城地区児童クラブ所在地: 浜田市金城町七条イ982番地目的: 浜田市立小学校低学年の児童の放課後における健全育成と福祉の向上に資するため。設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: S62事業内容: 雲城小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保するためにこの事業を行う。施設内容: 【構造･階】鉄筋コンクリート造地上1階階、【敷地面積】2,979.00㎡、【延床面積】332.02㎡、【土地所有者】市①事務室（22.00㎡/1室"）②トレーニングルーム(72.00㎡/1室)③（㎡/室)④（㎡/室)⑤（㎡/室)利用対象者: 雲城小学校低学年児童料金体系等: ・負担金(4,000円/月)  ・土曜加算(600円/月)　・夏休加算(4,000円/2月)　・おやつ代実費常勤 3 嘱･パート: 2施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 28利用者H18: 28利用者H19: 34利用者H20: 29利用者H21: 35代替・類似施設の有無 1,6780001,0742585392,47777
2,2210001,1002517153,287193 一般財源: 0国県支出金: 0起債: 0その他: 0大規模修繕:H22～H27 0 改修:H22～H27 0施設設置の効果 児童の安全確保 児童クラブの設置により、児童が放課後を安心安全にすごせることができる。

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H211,7530001,0232454402,56933
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少により、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に保護者の迎えまで児童を安全に保護するこの事業は必要である。この施設は、運動広場の管理等として建設されたものである。児童保育スペースは過去にトレーニングルームとして利用していた場所を有効活用して事業を実施している。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）50.0 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

2,776 2,752 3,3213,287 3,351 4,446
0

111111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.42 回
83

管理形態: その他複数計上: (54)(108)(111)(113)(275)
嘱: 臨: パ:

健康福祉担当課: 金城市民福祉課
施設区分: 放課後児童クラブ

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 46処理手続:施設名: 今市児童クラブ所在地: 浜田市旭町今市615番地目的: 浜田市立小学校低学年の児童の放課後における健全育成と福祉の向上に資するため。設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: S57事業内容: ・共働き家庭における仕事と家庭の両立支援のために、専任の指導員が放課後に児童を預かっている。　（開所時間：午後2時～午後6時、長期休業期間：午前8時～午後6時）・開所時間中は、児童に遊び・生活・学習等の指導を行っている。施設内容: 【構造･階】鉄骨造地上１階階、【敷地面積】2,680.00㎡、【延床面積】585.00㎡、【土地所有者】市①ほふく室（48.00㎡/1室"）②乳児室(40.00㎡/1室)③遊戯室（120.00㎡/1室)利用対象者: 浜田市立今市小学校1～3年生児童料金体系等: ・負担金（4,000円/月）※夏休み中（7・8月）は4,000円加算　・おやつ代（1,000円/月）・土曜日加算（600円/月）　・土曜日おやつ代（100円/月）常勤 0 嘱･パート: 4施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 16利用者H18: 11利用者H19: 9利用者H20: 14利用者H21: 15代替・類似施設の有無 9220001,4691003862,68986
9510001,0792255282,787276 一般財源: 30,622国県支出金: 56,678起債: 15,700その他: 0大規模修繕:H22～H27 0 改修:H22～H27 0施設設置の効果 共働き家庭における仕事と家庭の両立支援

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H216130001,2121003822,79552
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）・当該施設は、新市まちづくり計画の主要施策「子育て支援環境の充実」を推進するための施設である。・H20年度から利用者数が増加傾向にある。今後も増加が見込まれる。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）24.9 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

1,825 2,391 2,0303,329 3,261 3,816
103,000

111111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.44 回
34

管理形態: その他複数計上:
嘱: 臨: パ:0 0 0

健康福祉担当課: 旭市民福祉課
施設区分: 放課後児童クラブ

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 86処理手続:施設名: やさか児童クラブ所在地: 浜田市弥栄町長安本郷325番地1目的: 保護者が就労等により昼間家庭医にいない子どもも対象として、放課後の時間帯に生活の場を提供し、遊び生活を通して子どもの健全育成を図る。設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H～H
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: S49事業内容: 弥栄小学校児童（低学年）で、放課後等保護者の保護が受けられない児童が、豊かで安全な生活の確保をするため。施設内容: 【構造･階】木造地上１Ｆ階、【敷地面積】81.98㎡、【延床面積】81.98㎡、【土地所有者】市①リビングスペース（81.98㎡/1室"）利用対象者: 弥栄小学校低学年児童料金体系等: 月額4,000円　　加算額①土曜日加算：月額600円　②夏休み期間加算：年額4,000円常勤 0 嘱･パート: 2施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 8利用者H18: 13利用者H19: 14利用者H20: 11利用者H21: 16代替・類似施設の有無 なし 5720013210102,141443
83200019211502,268360 一般財源: 0国県支出金:起債:その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H218160018013802,262261
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）近年、保護者の就労形態の多様化や、景気低迷による所得減少から、共働き家庭が増加傾向にある。放課後に児童を安全に保護するこの事業は必要である。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。今後は直営以外の運営方法も検討されたい。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）30.3 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

996 704 1,0242,661 2,685 2,743
0

11111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.39 回
41

管理形態: 直営複数計上: (86)(316)(329)
嘱: 臨: パ: 2  (6)( )は代替

健康福祉担当課: 弥栄市民福祉課
施設区分: 放課後児童クラブ

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 65処理手続:施設名: 三隅小児童クラブ所在地: 浜田市三隅町古市場450番地目的: 小学校に就学しているおおむね１０歳未満の子どもで、保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、その放課後の時間帯において保護者の替わりに家庭的機能の補完をしながら「生活」の場を提供し、「遊び」及び「生活」を通してその子どもの健全育成を図る。設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H10～H22
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H18事業内容: １．放課後児童の健康管理、情緒の安定の確保　2.出欠確認をはじめとする放課後児童の安全確認、活動中及び来所・帰宅時の安全確保　3.放課後児童の活動状況の把握　4.遊びの活動への意欲と態度の形成　5.遊びを通しての自主性、社会性、創造性を培うこと　6.連絡帳等を通じた家庭との日常的な連絡、情報交換の実施　7.家庭や地域での遊びの環境づくりへの支援　8.その他施設内容: 【構造･階】木造地上１階建階、【敷地面積】 5,841.92㎡、【延床面積】159.66㎡、【土地所有者】市①児童室（70.96㎡/1室"）②洋室(14.75㎡/1室)③調理室（14.75㎡/1室)④事務室（11.06㎡/1室)⑤（㎡/室)利用対象者: 小学校に就学している三年生までの児童数料金体系等: 負担金月額　5,000円　（おやつ代1,000円含む）　ア　土曜日の加算額　負担金月額  700円（おやつ代100円含む）イ 　夏休み期間の負担金月額　7,000円（おやつ代1,000円含む）常勤 0 嘱･パート: 5施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17: 0利用者H18: 21利用者H19: 23利用者H20: 29利用者H21: 27代替・類似施設の有無 無し 1,9190001,8462075943,89152
1,8020001,8472046093,89061 一般財源: 25,741国県支出金: 0起債: 3,800その他: 0大規模修繕:H22～H27 0 改修:H22～H27 0施設設置の効果 子どもの健全育成 放課後児童の家庭的機能の補完

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H211,4690001,0741804862,65496
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）放課後児童クラブは子育て支援の場として、昨年は約1,300時間、今年度は1,600時間子どもの遊びや生活習慣を身につける場所となっている。児童クラブは日常生活の中での大切な居場所であり、その中で指導員は児童の心身の発達や安全管理、子どもの権利に関する専門知識や適切な遊びと生活の場を与えて、その健全な育成を図るとともに、児童の心身の発達を促している大切な空間である。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）37.8 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

2,543 3,765 3,6493,416 4,744 4,764
29,541

1111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.31 回
88

管理形態: その他複数計上:
嘱: 臨: パ:

健康福祉担当課: 三隅福祉課
施設区分: 放課後児童クラブ

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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行政評価票（施設の管理運営） 整理番号 66処理手続:施設名: 岡見小児童クラブ所在地: 浜田市三隅町岡見516番地目的: 小学校に就学しているおおむね１０歳未満の子どもで、保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象として、その放課後の時間帯において保護者の替わりに家庭的機能の補完をしながら「生活」の場を提供し、「遊び」及び「生活」を通してその子どもの健全育成を図る。設置条例: 放課後児童クラブ条例 児童福祉法第34条の7 H10～H22
Ⅱ　事業コスト、事業成果

建築年度: H16事業内容: １．放課後児童の健康管理、情緒の安定の確保　2.出欠確認をはじめとする放課後児童の安全確認、活動中及び来所・帰宅時の安全確保　3.放課後児童の活動状況の把握　4.遊びの活動への意欲と態度の形成　5.遊びを通しての自主性、社会性、創造性を培うこと　6.連絡帳等を通じた家庭との日常的な連絡、情報交換の実施　7.家庭や地域での遊びの環境づくりへの支援　8.その他の放課後児童の健全育成上必要な活動施設内容: 【構造･階】鉄筋コンクリート造地上１階建階、【敷地面積】 10,539.48㎡、【延床面積】 2,361.00㎡、【土地所有者】市①児童室（103.22㎡/1室"）②学習室(29.49㎡/1室)③事務更衣室（12.67㎡/1室)④（㎡/室)⑤（㎡/室)利用対象者: 小学校に就学している三年生までの児童数料金体系等: 負担金月額　5,000円　（おやつ代1,000円含む）　ア　土曜日の加算額　負担金月額  700円（おやつ代100円含む）イ 　夏休み期間の負担金月額　7,000円（おやつ代1,000円含む）常勤 0 嘱･パート: 5施設職員(人) (うち市職員） 正規: 0 利用者H17:利用者H18: 19利用者H19: 16利用者H20: 14利用者H21: 15代替・類似施設の有無 無し 92100038903512,6840
97300038903932,6840 一般財源: 26,794国県支出金: 0起債:その他:大規模修繕:H22～H27 改修:H22～H27施設設置の効果 子どもの健全育成 放課後児童の家庭的機能の補完

Ⅰ　施設の基本的事項
指定管理料市補助金市委託金その他利用料等光熱水費委託費人件費その他

H20 H211,00300038903722,6540
H19

Ⅲ　事業評価（一次評価・担当課による自己評価）　（総合評価・行政評価委員会）放課後児童クラブは子育て支援の場として、昨年は約1,300時間、今年度は1,600時間子どもの遊びや生活習慣を身につける場所となっている。児童クラブは日常生活の中での大切な居場所であり、その中で指導員は児童の心身の発達や安全管理、子どもの権利に関する専門知識や適切な遊びと生活の場を与えて、その健全な育成を図るとともに、児童の心身の発達を促している大切な空間である。子育て支援施設として必要な施設であるため存続。
施設の設置目的や社会的ニーズが時代に合致している。収益事業（法人税法施行令第5条1項）を主たる業務としていない。市内に民間を含め、類似施設がない。利用者が増加している。収支ﾊﾞﾗﾝｽや「負担の公平性」の観点から、適切な受益者負担（使用料等）が設定されている。現状の施設運営が、市民サービス・事務処理・コスト（人件費等）の点から最も効率的である。会館、宿泊施設、会議場、健康増進施設、総合保養施設その他これらに準ずる施設ではない。必要性:効率性:

収入合計支出合計
単位:千円 建設費用（千円）合計H21受益者負担率(利用料等/支出合計）31.6 ％
一次評価: 存続存続存続存続総合評価: 存続存続存続存続

1,392 1,310 1,3623,026 3,035 3,077
26,794

1111

人人 人
H21利用度(利用者/対象者）0.48 回
31

管理形態: その他複数計上: (66)(283)
嘱: 臨: パ:

健康福祉担当課: 三隅福祉課
施設区分: 放課後児童クラブ 保育所 公民館

（支出）　施設を運営するには、どのような経費（人件費を含む）がかかるのか。
（収入）　施設運営に係る経費（人件費を含む）を誰が負担しているか。　利用料等･･･施設利用者　指定管理料･･･浜田市　市補助金/委託金･･･浜田市　その他･･･国県等
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